
第２部セッション②＜信用金庫セッション＞

「しんきんESG広域連携協定」を締結している
４信用金庫によるパネルディスカッション

テーマ：「４信金によるESG広域連携とGX推進」
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本セッションの背景と目的

• GXを巡る大きな潮流と、地域の企業経営の現場との間には、なお隔たりがある。

• 地域GXを支える信用金庫の取組が、新たな段階に入りつつある。

• 地域GXを前に進めるための、金融の次の一手を探る。



論点整理

1. 地域密着型金融から見た「GX経営のリアル」
― 現場では何が起きているのか？

2. 信用金庫によるGX推進の取組と、単独では越えられない課題
― 連携が生まれた背景とは？

3. 地域GXを加速させるために、次に必要な「金融の役割」
― 期待と次のアクションとは？
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脱炭素経営の取り組み状況に関する調査について

調査時期／2024年5月15日～6月5日 調査対象企業数／1599社 有効回答数／454社 有効回答率／28.4％ 出典：あましんビジネス情報誌TeToTe 2024年夏号
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2022年

共同研究開始

ＥＳＧ要素を考慮した
事業性評価ツール作成

ESG地域金融促進事業採択

シンポジウム開催

営業店職員への
周知・教育

当金庫職員との
共同研究

ESG広域連携

信用金庫業界
への横展開2023年

2024年

尼崎信用金庫のESG地域金融の展開



 「選択式設問シート」は、事業者のESG、SDGsに対する取組や関与の深度を簡便に把握し、事業者と課題意識を共
有するためのシートである。アンケート形式であるため、幅広い業種かつ多数の事業者に対して実施することが可能。

 「ESG要素を考慮したローカルベンチマーク」は、通常のローカルベンチマークを活用した事業者の強みや課題を共有す
るための対話の際に、主要なESG項目に対する取組状況も併せて把握するためのシートである。

 「ESG課題評価シート」は、事業者のESG分野に関する取組をより詳細かつ具体的に把握・評価するためのシートであ
る。ESG分野の項目が網羅的に設けられており、ESGの取組伴走支援に活用可能。

ESG要素を考慮した3種類の事業性評価シート（ESG対話シート） 概要

ESG要素を考慮した
ローカルベンチマーク選択式設問シート

 企業のESGに関する関心度、課題
意識、取組状況を簡便に把握する

 ESG目線の対話のきっかけづくり

ESG課題評価シート

 既存のローカルベンチマークの対話の際
に、主要なESG項目の取組状況も併
せて簡便に把握する

 SDGs・ESGへの取組みの必要性認識

 各企業のESG分野に関する取組を
詳細かつ具体的に把握・評価する

 ESG、SDGsの関心度（4段階）
 ESG分野12項目の取組状況
（取組あり/検討中/取組予定なしの
3段階）

 （既存のローカルベンチマーク項目に加
え）ESGの主要4項目の取組状況

 ESG分野26項目に対する関心度・
取組状況・課題

 全企業
 ローカルベンチマークを活用した対話実施先
 日々の渉外活動を通じて事業実態を把握
したい企業

 ESGの取組に意欲的な企業

目的

記入
内容

対象
企業

ESG要素を考慮した3種類の事業性評価シートの概要



 企業のESGに関する関心度、課題意識、取組状況を簡便に把握する
 ESG目線での対話のきっかけづくり
 ヒアリング結果から地区や産業特性等を分析し、今後のソリューションに活用する

2.  ESG・SDGs全般に関する関心度

3. 具体的なESG要素に関する取組状況（選択式）
各項目はESG課題評価シートと整合性を確保
※ESG課題評価シートによる対話のきっかけとすることを想定

5. 具体的なESG要素に関する取組状況（自由記述）

4. 各ESG要素に対する課題意識（選択式）
ESG要素のうち特に課題意識の高い項目を3つ選択

1.  業種の把握

選択式設問シート



 バックキャスティングの発想で⾧期的なビジョンを描けるよう支援する
 営業職員のESGに関する対話ノウハウの蓄積

ESG要素を考慮したローカルベンチマーク
（業務フロー・商流)



①業務フロー・商流の把握 店名
企業名

業務フローとESG課題 業種 製造業

業務フロー 提案・受注 試作 仕入 製造 検品・納品

調達

仕入先 関係・協力先 自社 販売先 エンドユーザー

取引先企業名 ─

取引先からの
ESGに関する要請 ─

商流におけるESGに関する要請

関連するESG課題

設計・製造・サービス提供 販売・使用・廃棄
商流

ESG課題評価シート
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